
みなさんこんにちは。弁護士の福山和人です。この2月、京都市政に挑戦
することになりました。
政治は一握りのプロといわれる人や大企業や富裕層の人たちの独占物では
ないです。今の社会を必死になって支えている99％の市民のためにあるべき
やないですか。僕は「普通の市民が政治をつくる」そういう新しいうねりをこ
の京都市からつくっていきたい。そない思っています。いっしょに変えましょう。

つなぐ京都2020は、以上の見解を発表しましたので紹介します。
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1961年3月5日、京都市伏見区生まれ。宇治市で幼少期を過ごし、府
立城南高校では野球部で活躍。立命館大学法学部卒業。2001年に弁
護士登録。2015年度に京都弁護士会副会長。2018年京都府知事選挙
に出馬。得票率44.1%（京都市内では46.5%）を獲得、あと一歩まで迫
りました。現在、 労働弁護団幹事、自由法曹団常任幹事。ジヤトコ偽装
請負解雇・雇止め事件、関西建設アスベスト京都訴訟、大飯原発運転
差止訴訟などを担当。京都市左京区在住。家族は妻と長女、長男。

つなぐ京都2020は福山和人さんの思いに賛同する市民と野党の共同選対です。
広がる経済格差。世界的な気候変動の中、頻発する自然災害。
原発は再稼動され、森林の伐採や海の埋め立て、ダムの建設は止まらない。
どんどん狭められる自由。
大人も子どもも生きづらさを抱えて、それでも日々を懸命に生きている。
もう気づかないふりはやめよう。声をあげよう。
これまでになく、個人や団体や政党の人たちが対話を重ね、手探りで動き始めました。
暮らしに寄り添い、市民の幸せを一番に考える手づくりの京都市政を
福山さんと一緒に創っていきましょう。
この風は、きっと、全国の同じ思いの人に届くはず。
流れを変えよう。

皆さんの参加を待っています。

市民と野党が力あわせれば “ 政治は変わる”

PRO
FILE

福山和人オフィシャルサイト

▲

岩手、埼玉、高知と続く、市民と野党が力をあわせて政治を変える流れ。
京都で実現できれば、日本の政治を変える大きなうねりをつくることができます。

　福山和人さんに期待します

福山和人さんの略歴と訴えを紹介します。



京都民医連あすかい病院 院長 中川裕美子さん

医療や介護を守るため 
福山さんに期待します

「介護に疲れた」と介護者が身内を殺める
ニュースの多さに衝撃を受けています。京都
市は、介護保険窓口業務の直接雇用の非常勤
嘱託職員約 130 名を雇止めにして、民間の人
材派遣業者に丸投げしようとしています。医
療や介護を守るため福山さんに期待します。

西京区在住　八尋きよ子さん

北陸新幹線延伸より 
もっと乗りやすいバス !

西京区役所へどう行くか ? 物集女街道を走る
バスは 1 時間に 1 本または 2 本で 1 路線だ
け、いつも遅れて走っていると不評です。もっ
と乗りやすいバスに !　そして敬老乗車証も
ずっと続いてほしい !!

久保田憲一さん
祇園のスナック「おか」

（京都府商工団体連合会 会長）

外国人観光客頼みでなく、 
地元中小企業にお金と仕事を

消費税増税後、京都市内の中小業者は売上げ減
少や複数税率による過重な実務負担で苦境に立
たされています。京都市の施策は外国人観光客
頼みで、中小企業は切り捨てられています。市
政をかえ、業者と暮らしを守ってほしい。

植柳校跡地問題を考える会　大屋 峻さん

学校跡地を 
ホテルに差し出す市政は嫌

京都市は元植柳小学校跡地を、地下体育館を併
設するホテルに貸し出そうとしました。水に弱
い地下体育館を災害時の避難所とし併設するホ
テル事業に、地域住民が長年維持した元番組小
学校跡地を差し出す京都市政はもう嫌です。

社会福祉士　入澤ちひろさん

時給 1,500 円に引き上げて 
ふつうの暮らしがしたい !
障害者の暮らしの場であるグループホー
ムは最低賃金の非正規職員で支えられて
います。私も今の給料では、一人暮らし
で奨学金の返済をしたらギリギリの生活
です。最低賃金を時給 1,500 円に引き上
げて、ふつうの暮らしがしたい！
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まちをつなぐ
夢をつなぐ山科区在住　長田 奈央さん

全国では当たり前になってきている中学校給
食。京都市は、注文式のお弁当給食、家庭から
のお弁当、朝買っていく子、小中一貫校は給食
だったりとバラバラです。一番の成長時期、格
差・不平等なく教育として当たり前に実施して
ほしい。多くの人が望んでいるのを感じます。

全国では当たり前 
小学校のよ

うな全員制の中学校給食を!

京都市民でいてよかった。
市のおかげで人生助けられた。
そんな風に実感できる市政を

あなたの声で、政策を充実していきます。
ご要望・ご意見をお寄せください。

一緒に市政をつくっていきませんか。
私の基本姿勢や政策に共鳴していただける政党・団体・個人のみなさん、

TEL.075-366-3365　FAX.075-366-3319

ウェルカムです！


